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表 1  2003～2008年度の基礎数学及び演習Ⅱの合格率 
年 度 2003 2004 2005 2006 2007 2008 
合格率（％） 73.3 85.2 48.6 70.1 77.0 61.8 
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•  出題形式は選択問題 
•  誤回答しても5回まで解答可能とし、得点はその平均点とする。 
•  解答期限は講義後1週間（月曜5校時の講義なので、翌週月曜4校時まで） 









   
大学教育年報 第 6 号 2010 年 3 月 
 - 38 -















大学教育年報 第 6 号 2010 年 3 月 

















大学教育年報 第 6 号 2010 年 3 月 




















大学教育年報 第 6 号 2010 年 3 月 














   
  
   
大学教育年報 第 6 号 2010 年 3 月 
 - 42 -
目である「学力向上」に関しては、大半は差がないあるいは分らないとの回答であり、残
りはレポート･LMSがほぼ同数であることから、今回の方式が学力向上に有効であったかど
うかは判断が難しいところである。 
合格率やアンケート結果から今回のLMS導入を総合的に判断すると、大半の学生にとっ
ては復習に取り組みやすい環境を設けることで定期的な復習時間の確保に成功し、最終的
な合格率の向上につながったと判断される。しかし、効果的であったかどうか学生自身の
認識が不透明なこと、またコンピューター操作が不得手などの理由により次第に回答しな
くなってくる学生にどのように対応していくかなどの課題が見出された。 
 
 
おわりに 
 
LMSの活用は、今後入学してくる世代にとっては取り組みやすい復習教材となっていく
ことは間違いないと思われ、基礎教育科目での利用が増加することを期待する。しかし、
コンピューター操作の不慣れやアクセストラブルなどの講義の本質とは異なる部分で苦手
意識を与えてしまうかもしれないことにも十分配慮し、取り組みやすい内容とアクセスし
やすい環境を構築して行くことが重要である。 
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